


宮崎県高千穂町は古くから天照神話の逸話が伝承され
ているため、町全体で観光に力を入れて観光客の受け
入れをしている。

伊平屋村では、平成29年に天岩戸神社を建立したが、
認知度が著しく低いため、観光客の誘客に苦労してい
るところである。

そのため、宮崎県高千穂町を視察し、神社運営、観
光客の集客方法などを研修することによって、伊平屋
天の岩戸神社の活性化に繋げることを目的とする。



・熊本駅から車で約2時間のところに位置し、

宮崎県と熊本県の県境付近にある。

人口は、約1万700人で、標高約300ｍと

なっており、冬の平均気温は約3℃と低く、

雪が降るほど寒くなります。

高千穂峡などの景勝地、高千穂神社、

天岩戸神社をはじめとした神話ゆかりの地も

多く、観光客数は年間約140万人となって

います。



2月19日
海の種

2月21日
高千穂神社
天岩戸神社

視察メンバー
①金城 正人（役員）
②真栄田 孝（役員）
③名嘉 雅徳（役員）
④比嘉 小百合（役員）
⑤宮城 普巳嗣（商工会）
⑥新里 梨奈（観光業）
⑦名嘉 丈祝（事務局）
⑧上原 健吾（事務局）



高千穂神社

天岩戸神社

高千穂神社

天岩戸神社

高千穂神社～天岩戸神社
まで車で約30分





1.伊平屋の現状
・天照大御神の神話はあるが、今の20代以下の世代は、あまり理解していない。
・高千穂町は、数多くの神話が残っているため、全国から観光客がくるが、伊平
屋は全国的に岩戸伝説が無名であるがため、観光客が少ない。

2.高千穂神社、天岩戸神社の取組み
・各神社には必ず、説明版などがある。
・寄付（奉納）によって、鳥居などに会社名、個人名などが記載されている。
3.今後の課題
・天岩戸伝説や神社の由来についての地域教材を作成・活用することによって天
岩戸神社にさらに慣れ親しんでもらう。

・伊平屋天の岩戸神社にも、説明板を設置し参拝者に理解してもらう。
・奉納制度を導入し、岩戸神社運営を良くする。


